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今
は
お
き
地
に
非
宇
と
い
へ
り
。

O
栴
檀
屋
敷

或
は
一E
ム
。
材
木
町
陀
石
見
屋
と
て
繋
極
庖
あ
り
。
此
の
後
u
地
は
‘

開
制
滞
士
和
田
友
兵
術
と
云
ふ
人
の
持
出
邸
の
尻
地
に
て
、
背
よ
り
格
低

屋
敷
と
呼
べ
り
。
い
に
し
~
此
の
地
に
栴
同
国
の
大
樹
あ
り
し
と
い
ひ

体

へ
た
り
。
治
格
岡
山
の
根
株
と
て
土
中
よ
り
掘
出
せ
り
。
此
の
地
は

い
か
な
る
地
主
り
け
ん
.
昔
よ
り
折
-K

怪
異
の
部
共
あ
り
と
い
へ

り
。
天
保
年
中
郷
健
之
丞
と
云
入
、
和
国
の
邸
地
と
合
併
す
。
共
の

頃
迄
は
石
見
屋
の
後
は
小
路
あ
り
じ
か
ど
、
此
の
小
路
を
厳
し
一
邸

地
と
な
し
ミ
が
、
明
治
駿
務
の
際
捌
氏
も
退
去
し
て
、
明
地
と
成
り

し
を
、
石
見
屋
等
詰
込
、
今
は
共
の
地
の
怪
異
も
鮮
か
な
ら
ぬ
如
く

成
り
た
り
。
従
前
の
栴
舵
屋
敷
も
.
元
は
一
士
の
哲
邸
な
る
べ
し
と

い
へ
り
。

O
備

中

町

冗
総
丸
年
の
地
子
町
肝
前
.
裁
許
附
K
、
備
中
上
，
地
町
と
あ
り
て
、
mu

名
は
倫
中
上
グ
地
町
と
い
へ
り
。
後
陀
略
得
し
て
備
中
町
と
呼
び
た

る
な
る
べ
し
。
按
宇
'
る
に
、
此
の
地
溢
は
.
背
は
都
て
岡
崎
倫
中
守

の
下
邸
な
り
し
か
ど
、
後
分
家
し
て
岡
崎
氏
の
家
総
減
少
し
、
下
邸

企
部
古
政
志
巻
三

十

地
内
上
二
地
と
成
り
た
る
を
以
て

.
地
子
地
と
成
し
‘
上

地
町
と
町

名
主
立
て
た
る
友
ら
ん
。

O
向
島
備
中
守
下
邸

延
貨
の
金
部
闘
に
岡
ぬ
倫
中
守
下
邸
主
次
の
如
く
記
刑
制
す
。
按
・
干
る

岡
嶋
氏
の
元
組
倫
中
守
-

t
口は
.

一
一
向
千
七
百
五
十
石
を
賜

は
り
、
人
持
組
頭
在
勤
め
、
元
和
五
年
卒
す
。
共
の
予
備
中
-
元
、

父
の
越
知

E
相
抑
制
L
、
人
持
組
頭

E
勤
め
、
冗
永
五
年
探
す
。

一
元

11: に
政
子
あ
り
。
長
男
内
腿
長
春
へ
配
分
知
三
千
石
脇
は
り、

二
男
兵

廊
一
{一部
へ
配
分
知
千
石
川
仰
は
り
、
三
男
市
郎
兵
衛
一
隙
欲
的
に
立
ち

家
を
抽
情
宮
、
治
知
之
内
五
千
石
脳
は
り
、
宗
家
と
成
り
、
凶
男
五
兵

術
一
信
配
分
知
千
石
賜
り
.
五
岡
山
花
}
七
郎
軍
治
配
分
知
千
石
、
後
五

百
石
加
思
し
て
千
五
可
石
防
は
り
.
各
。
別
申
棋
を
立
て
た
り
。
さ
て

宗
家
市
郎
兵
術
一
防
明
廊
一
冗
年
宛
し
、
共
の
子
備
中
一
冗
儒
家
を
総

ぎ
、
遺
知
五
千
石

E
m胸
は
り
、
市
郎
兵
術
と
改
開
閉
し
、
正
徳
元
年
即
日

す
。
共
の
子
市
正
元
芭
出
棋
を
総
官
、
訟
知
放
の
如
〈
賜
は
り
、
源
左

術
門
と
改
稿
し
‘
卒
保
元
年
間
悶
す
。
無
ν
子
‘
同
姓
兵
右
術
門
元
般
の

長
男
元
府
を
嗣
子
と
な
し
.
選
知
の
内
凶
千
石
を
賜
は
り、

磁
人
と

精
し
.
同
九
年

H
四
歳
に
て
即
日
す
。
共
の
子
凶
次
郎
一
泊
.
同
年
二




